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■『Parts 設備』概要 

●当システムは資材集計積算を主目的としています。 

●種別、施工区分（保温区分）をその都度設定しながら作図します。 

●作図後、[出力]-[資材データ作成]でその場で集計し、複合単価での工事価格を割り出すことができます。 

工事価格は基本的には『機械設備工事積算実務マニュアル』の材料単価/複合単価および建設物価の材料単価を

ユーザー側で入力します。 

●作図前に、種別ごとおよび施工区分（保温区分）ごとに直管の材質/保温/塗装の資材を設定しておきます。 

●その設定は国土交通省の白本に沿っての設定に準じていますので分かりやすいです。なお細かな詳細設定も可

能です。 

■画面全体 

 

■直管入力用属性設定 

①種別②区分③直管材質  ④ｻｲｽﾞ 1⑤ｻｲｽﾞ 2⑥保温材質 ⑦保温ｻｲｽﾞ⑧塗装材質⑨ｻｲｽﾞ⑩ｽﾊﾟｲﾗﾙ ⑫高さ 

 
                                        ⑪配管ｻｲｽﾞ⑬保温区分 

《設定手順》 

まず①種別を選択します。 

次に⑬保温区分を設定します。 

すると③直管材質⑥保温材質⑧塗装材質に材質が設定されます。 

必要があれば各材質を選択します。 

最後に各サイズを設定します。 
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① 種別 

 

② 区分 ダクト種別の中で[ﾀﾞｸﾄ]/[ｽﾊﾟｲﾗﾙ]を切り替える際に使用 

 

③ 直管材質 
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④ サイズ１ 

角ダクトの場合は横幅 W 

⑤ サイズ２ 

角ダクトの場合は縦幅Ｈ 

⑥保温材質 

 

⑦保温ｻｲｽﾞ 

⑧塗装材質 

 

⑨塗装サイズ/⑩スパイラルサイズ/⑪配管サイズ/⑫高さ 

⑬保温区分 
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■作図手順 

《直管の経路作図》 

・直管入力用属性を設定します。 

・経路作図ボタンをクリック 

 

・一筆書きで経路をマウスでクリック 

 

                 ⇓ 
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右側に３D が表示されます。 

 

・資材集計してみます。 

[出力]-[拾いデータ作成]メニューを選択します。 
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・拾いデータを CSV で出力 

 

■MTOsub で集計処理 

・MTOsub.exe を立ち上げ、先ほど保存した b.csv を読込みます。 
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     ⇓読み込んだ時点で[拾いデータ]が表示されます。 

 
 ⇓表示の切り替えで[集計] 

 

 ⇓[積算] 
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《直管の経路作図（区間）》 

メニューはポップアップメニュー（右クリック）にあります。 

以下のように１区間ごとに形状を確認しながら作図します。 
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■入力データの内容を確認 

 

  ⇓属性が表示されます。 
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ここでサイズの変更も可能です。 

200φから 250φに変更するには 

左側のリストで[ダクト直径:200.0000]をクリックします。 

するとそのデータが下の欄に 200.0000 と表示されます。 

 

この 200.0000 を 250 にキーボードで打ち換えて、[Enter]キーを押すか、[データ変更]ボタンをクリック。 

その次に[OK]ボタンを押して確定します。 

すると以下のようにサイズが変更されます。 

サイズが変更されると、それに接続されている部材のサイズも同時に調整されます。 
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■個数物の入力 

 

集計してみます。 
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《個数物入力シートの扱い》 

 

■個数物のリスト（資材コード）は以下のような体系になっています。 

・[積算実務マニュアル]１～999 

・[ダクト拾い用項目]1000～1264 

・[カスタマイズ用ダクト予備]1265-1300 

・[配管拾い用項目]1301～1789 

・[カスタマイズ用配管予備]1790～2000 

・[建設物価]2001～4063 

・[追加分の積算実務マニュアル]4064～4182 

※[拾い用項目]は基本的に金額は算出されません。数量を集計する目的のみで使用します。 

 

■サイズの運用 

・[サイズリスト]の欄は[積算実務マニュアル]と[建設物価]の項目で使用します。 

・[mm 系のサイズ]は[拾い用ダクト項目]のサイズの入力の場合に使用します。 

・[配管 A 系のサイズ]は[拾い用配管項目]のサイズの入力の場合に使用します。 

■[長物の長さ] 

直管の入力の場合の長さを指定します。 

■[数量系] 

Kg,m2 の数量を入力する[積算マニュアル]の項目で使用。 

■[個数] 

入力の個数を設定します。 
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■グラフィックメニューでの入力 

CAD 入力で、経路作図以外の部材は基本的にはグラフィックメニューから入力します。 

ポップアップメニューの[部材入力]で行います。 

部材をリスト形式で選択する場合は[★部材リスト入力]を行います。 

     

メニュー選択でグラフィックメニューが表示されますので、入力したい部材をクリックし、後に画面クリック。 

 

例えば、ダンパーを入力したい場合は、それをクリック 

以下の手順で入力 
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ダンパーの形状分類を変更したい場合 

まず左のリストより変更項目を選択し、次に[コード入力]で形状を選択します。 

 

CD[建]を選択し、資材集計をしてみます。 

CD[建]とは建設物価の CD の価格を使用する部材を入力するという意味です。 
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■基本設定 

 

基本設定は[CAD 作図モード]の場合は詳細設定のダイアログが表示されます。 

 

  



16 

 

■表示関連 

画面上の色分け表示の設定 

 
■設定関連 
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■操作ナビ 

現状は、古いシステムでの説明になりますが、参考にしてください。 

 

操作ナビのダイアログは、ドロップダウンメニューに沿っています。メニュー項目をクリックし説明を表示。 

現状の説明内容は、古いシステムの内容でありますのでご了承ください。 

ただし、大まかな流れは一致していますので、参考程度にご使用できます。 
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■基本操作のメニューの説明 
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■データ読み込み 
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■準備設定 
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